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現
在
の
意
識
配
列 

a. 主体になっている意識 

b.主体意識の補完意識 

c.aとbから派生している意識 

d.意識に到達していないイメージ 

e.主体として活用したが適応せず 

f.主体ではなくなりつつある意識 

g.最先端ではなくなりつつある意識 

i 独善的意識 

j. 潜在的な睡眠意識 

h.主体になると勘違いしてる意識 

役立つ
意識 

役立ち
に く い
意識 

負に働
く意識 

コア・ 
コンピタンス 

逆または相対
する知識・技術
群と３つの資
産 

コア・コンピタン
スを構成する
知識・技術群と
３つの資産 

コア・コンピタンスを構成して
いる知識・技術を認識程度 

意識の位置から意識してい
る知識・技術を認識する。 

●コア・コンピタンスを構成している要素を明確にする。 
●自らの意識構成を確認し、整理しておく。 

各人材のコア・コンピタンスは、必ず存在している。分からないとすれば、意識していないだけである。
如何なる職種にも、多数の知識・技術、資産と多面的な意識が相互作用し、得意を作りだしている。 

 環境、現象が変化する。社会の知識・技術は常に進歩している。その変化に対して、求められるコア・コンピタンス
も変化する。意識が先行し、コンピタンスが成長、変化する。 
 求められる知識群と、個人が意識する知識群のすり合わせと、ギャップを見つめる必要がある。この解が出ている
と知識が最適に活用されやすくなる。 

 個人の意識変化
により、コア・コン
ピタスになる知識
群のウエイトが変
わる。 
職種や、与えられ
ている任務によっ
て、活用される知
識群が変化する。 
 人は、多数の知
識・技術をもって
いて、活用程度に
よって、レベルが
変化する。 
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